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1.  平成25年3月期第1四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第1四半期 77,658 1.5 447 △42.4 1,107 4.0 1,267 166.7
24年3月期第1四半期 76,521 83.2 777 △53.6 1,064 △44.6 475 △59.2

（注）包括利益 25年3月期第1四半期 △1,664百万円 （―％） 24年3月期第1四半期 3,496百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第1四半期 30.04 ―

24年3月期第1四半期 11.26 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第1四半期 155,733 80,827 36.4 1,344.46
24年3月期 151,115 79,558 38.2 1,368.47

（参考） 自己資本   25年3月期第1四半期  56,696百万円 24年3月期  57,708百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00

25年3月期 ―

25年3月期（予想） 11.00 ― 11.00 22.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 166,600 8.6 2,000 △21.2 2,700 △15.5 1,800 0.7 42.68
通期 347,000 12.3 5,500 △12.3 6,300 △15.8 3,000 18.8 71.14

YAS
Logo



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

（注）詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注
記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積もりの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四
半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化
等により上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について、添付資料Ｐ．４「１．当四
半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 2社 （社名） Yusen Logistics (China) Co.,Ltd. 他１社 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期1Q 42,220,800 株 24年3月期 42,220,800 株

② 期末自己株式数 25年3月期1Q 50,862 株 24年3月期 50,862 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期1Q 42,169,938 株 24年3月期1Q 42,170,066 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

① 当第１四半期の概況 

 当第１四半期の世界経済は、米国の雇用改善の停滞や欧州の債務問題の長期化から景気回復の足取りは重く、経

済成長の鈍化はアジア圏にも波及しました。日本経済は、復興需要や内需拡大政策により緩やかな回復基調にあり

ますが、世界経済の低迷により先行きは不透明な状況にあります。国際物流市場は、アジア発を中心に需要が減少

し、荷動きは総じて低調に推移しました。 

 このような環境の下、当社グループは世界経済の停滞を受けて貨物取扱量は計画値には達しなかったものの、中

期経営計画「GO FORWARD, Yusen Logistics」に掲げる貨物取扱拡大に精力的に取組み、前年同四半期を上回る貨

物取扱量となりました。 

  

② セグメントの業績 

１．日本 

 航空フォワーディングにおける輸出貨物は、アジア向けに電子・電気機器関連品の取扱いがありましたが、欧

米向けの需要が減少したことにより、当第１四半期の取扱重量は前年同四半期比5.4％減となりました。輸入貨

物は、季節商材の生鮮品が貢献したこともありますが、前期は東日本大震災で荷動きが低迷したこともあり、当

第１四半期の取扱件数は前年同四半期比4.0％増になりました。 

 海上フォワーディングは、自動車関連部品や電子・電気機器関連品の取扱いもあり、当第１四半期の輸出取扱

TEUは前年同四半期比24.4％増となりました。 

 これらの結果、国内連結子会社を含めた営業収益は20,142百万円（前年同四半期比5.1％減）、セグメント利

益（営業利益）は193百万円（前年同四半期はセグメント損失71百万円）となりました。 

  

２．米州 

 航空フォワーディングにおける輸出貨物は、医療機器関連品等の取扱いがありましたが、全体としては低調な

水準で推移し、当第１四半期の取扱重量は前年同四半期比0.8％増に留まりました。輸入貨物は、自動車関連部

品や航空機関連品等の荷動きがあり、当第１四半期の取扱件数は前年同四半期比8.2％増となりました。 

 海上フォワーディングは、自動車関連部品の取扱いを中心に当第１四半期の輸出取扱TEUは前年同四半期比

13.0％増となりました。 

 ロジスティクスは、前年同四半期に比べコスト削減を行い収益性は改善しておりますが、個人消費の停滞の影

響が継続しており厳しい事業環境になっております。 

 これらの結果、営業収益は17,214百万円（前年同四半期比10.5％減）、セグメント損失（営業損失）は77百万

円（前年同四半期はセグメント損失155百万円）となりました。 

 なお、１ドルあたりの円換算レートは、当第１四半期が80.77円、前年同四半期が82.04円であります。 

  

３．欧州 

 航空フォワーディングにおける輸出貨物は、自動車関連部品や医療機器関連品等の取扱いが安定的に推移し、

当第１四半期の取扱重量は前年同四半期比33.6％増となる一方で、輸入貨物は、欧州経済の低迷が影響し、当第

１四半期の取扱件数は前年同四半期比14.4％減となりました。 

 海上フォワーディングは、積極的な営業展開をすると共に消費財関連や自動車関連部品の需要を受け、当第１

四半期の輸出取扱TEUは前年同四半期比28.2％増となりました。 

 ロジスティクスは、欧州経済の低迷の影響で個人消費が停滞し消費財等の需要が減少したことにより、南欧に

所在する法人を中心に苦戦しました。 

 これらの結果、営業収益は18,170百万円（前年同四半期比6.6％減）、セグメント利益（営業利益）は55百万

円（同85.1％減）となりました。 

 なお、１ユーロあたりの円換算レートは、当第１四半期が104.89円、前年同四半期が118.54円であります。 

  

４．東アジア 

 航空フォワーディングにおける輸出貨物は、電子・電気機器関連品の取扱いを中心に、前年同四半期比6.0％

増となりましたが、マーケット全体としての荷動きは低水準となっています。輸入貨物は、総じて低調な取扱い

となり、当第１四半期の取扱件数は前年同四半期比1.3％減となりました。 

 海上フォワーディングは、航空貨物同様に電子・電気機器関連品の荷動きがあったことに加え、営業展開を推

進することで当第１四半期の輸出取扱TEUは前年同四半期比19.6％増となりました。 

 貨物取扱いの増加に比例し営業収益は上昇しましたが、マーケットの環境を反映して収益性は厳しいものとな

りました。欧米経済の低迷の影響を大きく受け、航空・海上フォワーディング共に荷動きは期待した水準には届

１．当四半期決算に関する定性的情報
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かず低調に推移しました。 

 ロジスティクスは、販売拡大を目指し新規顧客獲得がみられたものの期待していた水準には達しなかったこと

に加え、業務効率化を目的とした倉庫集約により一時的な費用が発生しました。 

 これらの結果、営業収益は10,644百万円（前年同四半期比16.2％増）、セグメント損失（営業損失）は258百

万円（前年同四半期はセグメント利益541百万円）となりました。 

  

５．南アジア・オセアニア 

 航空フォワーディングにおける輸出貨物は、自動車関連部品等の取扱いを中心に、当第１四半期の取扱重量は

前年同四半期比9.8％増となりました。輸入貨物は、電子・電気機器関連品等の荷動きがあり、当第１四半期の

取扱件数は前年同四半期比4.2％増となりました。 

 海上フォワーディングは、事業統合に加え、東日本大震災による荷動き低迷の反動もあり、当第１四半期の輸

出取扱TEUは前年同四半期比67.9％増となりました。 

 ロジスティクスは、取扱いは全体として緩やかでしたが、自動車関連部品を中心に徐々に復調がみられまし

た。 

 これらの結果、営業収益は12,584百万円（前年同四半期比54.3％増）、セグメント利益（営業利益）は634百

万円（同346.2％増）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況  

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は155,733百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,618百万円、 

3.1％の増加となりました。これは、投資有価証券が1,280百万円減少した一方で、受取手形及び営業未収入金が 

1,757百万円、有形固定資産が2,965百万円、無形固定資産が1,024百万円増加したことが主な要因です。 

 負債は74,906百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,349百万円、4.7％の増加となりました。これは、支払手

形及び営業未払金が336百万円、賞与引当金が656百万円、流動負債のその他が1,351百万円、長期借入金が348百万

円それぞれ増加したことが主な要因です。 

 純資産は利益剰余金の増加や為替換算調整勘定の減少等により80,827百万円となり、自己資本比率は36.4％とな

りました。 

  

② キャッシュ・フローの状況  

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、3,084百万円の営業活

動による収入、1,861百万円の投資活動による支出、及び1,152百万円の財務活動による支出に為替相場変動の影響

を加味した結果、前連結会計年度末に比べ614百万円減少し23,032百万円となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況とそれぞれの増減要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は3,084百万円（前年同四半期は463百万円の支

出）となりました。 

 これは主に営業債務の減少額1,213百万円（前年同四半期比86百万円増）を計上した一方で、税金等調整前四半

期純利益2,386百万円（同1,339百万円増）及びその他の増加額1,468百万円（同486百万円増）を計上したこと等に

よります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間において投資活動の結果支出した資金は1,861百万円（前年同四半期比6,899百万円

減）となりました。 

これは主に子会社株式の取得による支出1,246百万円及び固定資産の取得による支出1,396百万円（前年同四半

期比382百万円増）を計上したこと等によります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間において財務活動の結果支出した資金は1,152百万円（前年同四半期比243百万円増）

となりました。 

これは主に短期借入金の純減少額219百万円（前年同四半期比169百万円減）、長期借入金の返済による支出222

百万円（同198百万円減）及び配当金の支払額410百万円（同42百万増）を計上したこと等によります。  
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年４月27日に「平成24年３月期 決算短信」において公表しました連結業績予想を以下のとおり修正いたし

ます。 

   

① 第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日～平成24年９月30日）の連結業績予想の修正 

（単位：百万円未満四捨五入）

＜修正の理由＞ 

 第２四半期においても、当第１四半期と同様に欧州債務問題の長期化等により経済環境は不透明な状況が続き、

物流マーケットも力強さはなく、当社を取り巻く事業環境が急激に改善される見込みは薄いものと思われます。 

 これらを踏まえ、第２四半期連結累計期間の連結業績予想を以上のとおり修正いたします。 

  

② 通期（平成24年４月１日～平成25年３月31日）の連結業績予想の修正 

（単位：百万円未満四捨五入）

＜修正の理由＞ 

 下半期につきましては、地域格差はあるものの世界経済は緩やかな回復の兆しが見込まれますが、物流マーケッ

トの不透明感は継続しその回復はゆっくりしたものと予想されます。 

 これらを鑑み、連結業績予想を以上のとおり修正いたします。 

  

（注）上記の予想は現時点において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでお

ります。実際の業績等は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

  

   

  
営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり
四半期純利益 

 前回発表予想(A) 

 (平成24年４月27日発表) 

百万円 

 180,300

百万円 

 4,500

百万円 

 4,500

百万円 

 3,100

円 銭 

 73.51

 今回修正予想(B)  166,600  2,000  2,700  1,800  42.68

 増減額(B)-(A)  △13,700  △2,500  △1,800  △1,300  －

 増減率 △7.6％ △55.6％ △40.0％ △41.9％  －

（参考）前年同四半期実績 

 （平成24年３月期第２四半期）  153,363  2,538  3,194  1,787  42.37

  
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり
当期純利益 

 前回発表予想(A) 

 (平成24年４月27日発表) 

百万円 

 370,000

百万円 

 9,500

百万円 

 9,500

百万円 

 5,000

円 銭 

 118.57

 今回修正予想(B)  347,000  5,500  6,300  3,000  71.14

 増減額(B)-(A)  △23,000  △4,000  △3,200  △2,000  －

 増減率 △6.2％ △42.1％ △33.7％ △40.0％  －

（参考）前期実績 

 （平成24年３月期）  309,004  6,272  7,485  2,526  59.91
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 TASCO Berhadは、株式の追加取得により持分法適用関連会社から連結子会社となったため、当第１四半期連結累

計期間において連結の範囲に含めております。 

 また、平成24年４月27日付で「日本郵船と郵船ロジスティクスの海外事業統合に関する実施状況について（最

終）」において公表しましたとおり、当社と日本郵船株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：工藤泰

三。以下、日本郵船という。）は、物流事業の再編と統合を実施いたしました。日本郵船の連結子会社の持分取得

の結果、Yusen Logistics (China) Co.,Ltd.を当第１四半期連結累計期間において連結の範囲に含めております。

    

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて計算しております。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更   

 （減価償却方法の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後

に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益はそれぞれ２百万円増加しております。 

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 24,709 24,205

受取手形及び営業未収入金 61,837 63,594

貯蔵品 153 151

繰延税金資産 1,471 1,436

その他 6,715 7,243

貸倒引当金 △978 △1,005

流動資産合計 93,907 95,624

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 35,852 37,707

減価償却累計額 △15,784 △16,291

建物及び構築物（純額） 20,068 21,416

機械装置及び運搬具 13,118 15,366

減価償却累計額 △9,460 △10,791

機械装置及び運搬具（純額） 3,658 4,575

工具、器具及び備品 10,116 11,289

減価償却累計額 △7,269 △7,673

工具、器具及び備品（純額） 2,847 3,616

土地 13,020 12,809

建設仮勘定 173 315

有形固定資産合計 39,766 42,731

無形固定資産   

のれん 2,881 2,955

その他 3,154 4,104

無形固定資産合計 6,035 7,059

投資その他の資産   

投資有価証券 3,504 2,224

繰延税金資産 2,546 2,283

その他 5,677 6,130

貸倒引当金 △320 △318

投資その他の資産合計 11,407 10,319

固定資産合計 57,208 60,109

資産合計 151,115 155,733
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 30,266 30,602

短期借入金 1,213 1,423

未払法人税等 1,212 1,160

繰延税金負債 350 350

賞与引当金 2,048 2,704

役員賞与引当金 － 47

独禁法関連引当金 1,268 1,268

その他 16,223 17,574

流動負債合計 52,580 55,128

固定負債   

長期借入金 12,160 12,508

繰延税金負債 304 566

退職給付引当金 4,046 4,168

役員退職慰労引当金 383 416

独禁法関連引当金 1,728 1,728

その他 356 392

固定負債合計 18,977 19,778

負債合計 71,557 74,906

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,301 4,301

資本剰余金 4,733 4,733

利益剰余金 56,456 57,360

自己株式 △69 △69

株主資本合計 65,421 66,325

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 154 66

在外子会社の年金債務調整額 △50 △49

為替換算調整勘定 △7,817 △9,646

その他の包括利益累計額合計 △7,713 △9,629

少数株主持分 21,850 24,131

純資産合計 79,558 80,827

負債純資産合計 151,115 155,733
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

営業収益 76,521 77,658

営業原価 64,125 65,263

営業総利益 12,396 12,395

販売費及び一般管理費 11,619 11,948

営業利益 777 447

営業外収益   

受取利息 36 38

受取配当金 55 26

為替差益 92 216

持分法による投資利益 104 159

その他 119 331

営業外収益合計 406 770

営業外費用   

支払利息 66 52

固定資産除却損 8 6

その他 45 52

営業外費用合計 119 110

経常利益 1,064 1,107

特別利益   

負ののれん発生益 － 1,279

特別利益合計 － 1,279

特別損失   

投資有価証券評価損 17 －

特別損失合計 17 －

税金等調整前四半期純利益 1,047 2,386

法人税等 449 780

少数株主損益調整前四半期純利益 598 1,606

少数株主利益 123 339

四半期純利益 475 1,267
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 598 1,606

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 23 △88

為替換算調整勘定 △345 △3,437

持分法適用会社に対する持分相当額 91 192

在外子会社の年金債務調整額 60 3

持分変動差額 3,069 60

その他の包括利益合計 2,898 △3,270

四半期包括利益 3,496 △1,664

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,381 △591

少数株主に係る四半期包括利益 115 △1,073
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,047 2,386

減価償却費 1,024 1,060

固定資産売却損益（△は益） △29 △57

固定資産除却損 8 6

のれん償却額及び負ののれん発生益（△は益） 130 △1,103

持分法による投資損益（△は益） △104 △159

賞与引当金の増減額（△は減少） 834 681

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 22 47

退職給付引当金の増減額（△は減少） 294 140

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △32 33

貸倒引当金の増減額（△は減少） △97 33

受取利息及び受取配当金 △91 △64

支払利息 66 52

為替差損益（△は益） △9 15

投資有価証券評価損益（△は益） 17 －

営業債権の増減額（△は増加） △2,143 422

営業債務の増減額（△は減少） △1,299 △1,213

その他 982 1,468

小計 620 3,747

利息及び配当金の受取額 96 95

利息の支払額 △71 △59

法人税等の支払額 △1,108 △699

営業活動によるキャッシュ・フロー △463 3,084

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △177 △314

定期預金の払戻による収入 553 241

貸付けによる支出 △20 △1

貸付金の回収による収入 426 5

固定資産の取得による支出 △1,014 △1,396

固定資産の売却による収入 198 74

投資有価証券の取得による支出 △33 △1

子会社株式の取得による支出 － △1,246

事業譲受による支出 △2,361 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△6,340 △39

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

－ 458

連結の範囲の変更を伴う関係会社出資金の取得に
よる収入

－ 392

その他 8 △34

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,760 △1,861
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △50 △219

長期借入金の返済による支出 △420 △222

リース債務の返済による支出 △63 △118

配当金の支払額 △368 △410

少数株主への配当金の支払額 △21 △183

その他 13 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △909 △1,152

現金及び現金同等物に係る換算差額 △197 △898

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △10,329 △827

現金及び現金同等物の期首残高 25,089 23,646

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 180 －

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 3,635 213

現金及び現金同等物の四半期末残高 18,575 23,032
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該当事項はありません。   

   

   

該当事項はありません。   

   

   

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△50百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

   当社と日本郵船株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：工藤泰三。）は、海外物流事業の

再編と統合を実施いたしました。これにより、前連結会計年度の末日に比して、当第１四半期連結会計期

間の「米州」及び「欧州」の資産の金額が著しく変動しております。当第１四半期連結会計期間の末日に

おける当該セグメントの資産の金額は、「米州」が22,882百万円（前連結会計年度比15,618百万円増）、

「欧州」が42,274百万円（前連結会計年度比31,096百万円増）であります。  

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△100百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  

報告セグメント

調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客への営業収益  21,176  19,110  19,125  9,004  8,106  76,521  －  76,521

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 49  121  333  152  51  706  △706  －

計  21,225  19,231  19,458  9,156  8,157  77,227  △706  76,521

セグメント利益又は損失（△）  △71  △155  370  541  142  827  △50  777

  

報告セグメント

調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客への営業収益  20,037  16,817  17,804  10,514  12,486  77,658  －  77,658

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 105  397  366  130  98  1,096  △1,096  －

計  20,142  17,214  18,170  10,644  12,584  78,754  △1,096  77,658

セグメント利益又は損失（△）  193  △77  55  △258  634  547  △100  447
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。  

  

 （のれんの金額の重要な変動） 

  重要な変動はありません。  

  

 （重要な負ののれん発生益） 

 当社と日本郵船株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：工藤泰三。）は、海外物流事業の再

編と統合を実施いたしました。これにより、負ののれん発生益1,279百万円を当第１四半期連結累計期間に

おいて特別利益に計上しております。   
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